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2,019 ㎡ 宅地造成

所収遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

新茶屋遺跡 散布地 縄文時代 竪穴建物跡　　1棟

土坑 　　　　 4 基

焼土（炉跡） 　 2 基

配石　　　　　1基

縄文時代早期～後

期・弥生時代の土

器，石器

要　　約

岩手県内でも出土例の少ない縄文時代早期前葉・中葉の土器が出土した。特に早期中葉とし

た土器群は所謂「蛇王洞Ⅱ式」といわれる土器で , 文様構成がわかる土器が多量に出土した

ことが特筆される。文様には , 関東地方で特徴的な沈線文や , 北東北で特徴的な刺突文が含

まれており ,土器文化の地方色を知る上で重要な資料を得ることができた。
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